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令和元年度 1回岡崎市在宅医療・介護連携協議会 議事録

日 時 令和元年 7月 4日（木）午後 1時 30 分～午後 2時 20 分

場 所 岡崎市医師会公衆衛生センター

出席委員 小原会長、鈴木（正博）副会長、小出委員、太田委員、高辻委員、山口委員、

黒栁委員、南委員、加藤委員、小林（初美）委員、石原委員、宇野委員、

山下委員、伊奈委員、小林（靖）委員、蟹江委員、内田委員、中根委員、

坂田委員、鈴木（ますみ）委員、堤谷委員

以上 21 名

欠席委員 浅田委員 以上 １名

事 務 局 長寿課：小河課長、中根副課長、木下係長、髙倉係長、岡本係長、市川主査、

早川主査、浅見主事

介護保健課：野澤課長

幸田町福祉課：山本（晴彦）課長、小林主任

医師会総務部：椙山部長

在宅医療サポートセンター：杉浦看護師

オブザーバー 在宅医療サポートセンター：鈴木看護師、出口事務員

岡崎市保健企画課：寺田係長、熊谷主査

岡崎市健康増進課：遠山主査

岡崎市社会福祉協議会：山本（深雪）保健師、島社会福祉士

１ 開 会

２ 議 事 【 公 開 】

１ 審議事項

(1) ワーキンググループの設置について

(2) 令和元年度いえやすネットワーク多職種研修について

(3) 専門職のケアマネジメント支援事業について

２ 報告事項

(1) 「あいちオレンジタウン構想～認知症に理解の深いまちづくりモデル事業

～」

(2) 岡崎市の介護認定率の推移について

(3) 岡崎薬剤師会ケアマネタイムについて

３ 議事録（要旨）

事務局 岡崎市在宅医療介護連携協議会設置要綱第５条の規定に基づきまして、事

務局からは会長を小原委員、副会長を鈴木(正博)委員に選任する提案させ

ていただきます。異議はありませんでしょうか。異議なしとのことですの

で、ご承認いただける場合は拍手をお願いいたします。拍手多数により提

案が承認されました。

－議事 1審議事項 ⑴ワーキンググループの設置について－ 
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事務局から説明

会長 事務局から説明がありましたが何かご意見がありますでしょうか。この協

議会は在宅医療を推進するという目的があるわけですが、実務的な作業部

会の設置を行ったほうがより進むのではないかという意見のもとの提案と

なりました。作業部会としては救急医療に関することやＡＣＰの浸透につ

いて取組む予定となっています。名称についてですが、作業部会とします

か、ワーキンググループとしますか。

事務局 他の協議会の規約等を確認したところ作業部会の表記が多いように思いま

す。

会長 では名称は作業部会ということでよろしくお願いいたします。賛成いただ

ける方は拍手をお願いします。出席者の３分の２以上の賛成が得られまし

たので作業部会の設置について承認させていただきます。

－議事 1審議事項 ⑵令和元年度いえやすネットワーク多職種研修について－ 

事務局から説明

会長 これまで愛知病院において橋本先生は岡カフェというガン・緩和ケアをテ

ーマにした研修に取り組んでいただいておりましたが、いえやすネットワ

ーク多職種研修の中で引続き取組んでいただきたいという思いのもと実施

要綱の中に追加するという提案となりました。何かご質問はありますでし

ょうか。特にないようですので、賛成いただける方は拍手をお願いします。

出席者の３分の２以上の賛成が得られましたので承認いたします。

－議事 1審議事項 ⑶専門職ケアマネジメント支援事業について－  

事務局から説明

会長 ただいま事務局の方から専門職ケアマネジメント支援事業について説明が

ありましたが、何かご質問ありますでしょうか。

高辻委員 これはサービスですか。これは高齢者であれば誰でも利用できるのですか。

事務局 これは高齢者に対して直接支援を行うサービスではなく、あくまでケアマ

ネジャーもしくは地域包括支援センターの職員といったケアプラン作成者

への支援となっております。

小出委員 理学療法士、作業療法士などの方をケアマネジャーの方のところに派遣し、

アドバイスをするということでしょうか。

事務局 ケアマネジャーが利用者の方のお宅に訪問をする時に同行し、アセスメン

トを支援するといった形です。例えば、ケアマネジャーが１人でお宅に伺

い、福祉用具や住宅改修の必要性を判断するわけですが、専門的な知識が

ない中で行うのが難しいため、そのアセスメントを理学療法士、作業療法

士が助言・指導するという形です。

小出委員 ケアマネジャーの方からやってほしいという要望があったのでしょうか。

事務局 おそらく最初はそのような要望があったのだと思いますが、現状といたし

ましては国の地域リハビリテーション活動支援事業の中にこのような事業
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の推進が求められております。

小出委員 ニーズが多くなり過ぎると対応が難しくなってしまうのではないのでしょ

うか。

事務局 他市町村の動向を見る限りは、最初からそこまで需要が大きいわけではな

い様子ですので、やりながらニーズに合わせて予算を確保し、実施してい

く予定です。また、もし供給が不足するという状況になりましたら、地域

の医療機関もしくは介護施設に所属する理学療法士、作業療法士の方々に

ご協力をお願いするかもしれません。

会長 国から地域リハビリテーション活動支援事業について推進をするように通

知がきており、介護予防を積極的におこなっていきましょうという方向と

なっています。主治医の先生方は主治医意見書の中でケアマネジャーへの

提案ができますが、その他の専門職の方の意見も反映させていこうとする

取組みとなっております。他に何か質問はありますでしょうか。

鈴木委員 この事業に参加する作業療法士、理学療法士等は登録性となっているので

しょうか。

事務局 当面は岡崎市長寿課所属の作業療法士、理学療法士、管理栄養士や地域包

括支援センターに所属している専門職が参加するという予定となっていま

す。

太田委員 昨年度のＯＨＡＴの研修において、ケアマネジャーだけではなかなか口腔

内のチェックを行うというのは難しいというご意見をいただきました。審

議事項⑶のケアマネジメント支援事業の中に歯科衛生士も入っておりまし

たので、この事業を活用できないかと思いましたが、長寿課には現在歯科

衛生士は在籍していないようですので、歯科衛生士会にまたご相談してい

ただきたいと考えております。

会長 では賛成いただける方は拍手をお願いします。出席者の３分の２以上の賛

成が得られましたので承認いたします。

－議事２報告事項 ⑴「あいちオレンジタウン構想～認知症に理解の深いまちづくりモ

デル事業～」状況報告について－

事務局から説明

会長 岡崎市として最期までおいしく食べようというテーマで進めております。

第 14 回いえやすネットワーク多職種研修も職の支援というテーマになっ

ているかと思います。何かご意見ありますでしょうか。ない様子ですので

この報告を終了します。

－議事２報告事項 ⑵ 岡崎市の介護認定の推移について－ 

事務局から説明

会長 ただいま介護認定率の推移について説明がありました。昨年度はかなりの

数のコミュニティケア会議を開催しており、その開催数の効果によるもの

なのか認定率が横ばいとなっております。何かご質問はありませんか。質
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問はないようですので、事務局には給付費等に与える影響など引続き分析

をお願いいたします。ではこの報告を終了させていただきます。

－議事２報告事項 ⑶岡崎薬剤師会ケアマネタイムについて－ 

事務局から説明

会長 ありがとうございます。ケアマネタイムについては医師会、歯科医師会が

先にできておりまして、薬剤師会も作成いたしました。ケアマネジャーの

方や多職種連携を図る際などにご活用いただければと思います。

高辻委員 最初の１ページ目が寂しいですが、随時更新を行っていく予定ですので気

軽にご活用をお願いいたします。

会長 他に質問はないようですので、これで報告を終わります。

４ 閉 会


